
大阪の都市空間と政治地理 

  

名古屋とともに、昔から大阪にも関心がある。そのため水内俊雄「大阪における都市

空間の生産と場所の政治化―『公都』・『民都』の政治地理」(『岩波講座 現代』第 5 巻、

2015 年 11 月)第 1節にも注目した。 

インフラ整備と公共サービスの分厚い都市政

治の伝統に加え、いわゆるマイノリティや同郷の

ネットワークなどコミュニティレベルの場所の

政治地理が交錯したのが大阪の特質の一つであ

った。こうした大阪の特質と関わらせて、政治地

理=都市空間史から大阪都構想を検証する。 

写真は図 1「大阪都構想住民投票の区別分布」、

図 2「大阪市の現状と将来に対する市民の志向を

整理した模式図」である。図 1 は「住民投票」後

によく見たが、図 2の模式図は大阪の政治地理を

考えるうえで示唆に富む。 

明治末期以降の私鉄の開発による都市圏の広

がりを「民都」という見方で、東京の「帝都」と

対比。大阪はまた、「移民都」という奥行のある

空間も。「民都」の多様性が、市域内にとどまら

ず、市域外にもモザイクのように広がっているの

が大阪の特色。 

戦前の大東京はそれらをすべて市域内で実現

していた中での東京都の成立であり、この地理的社会的な都市圏レベルのモザイクから

生じる政治地理の都市空間史をおさえることなしに、大阪都構想は語れない。 

戦前期の繁栄の大阪をネイミングした「商都」、「工都」に加え、繁栄を後押しするた

めのインフラ整備や都市の社会問題に立ち向かう大阪市のプレゼンスに着目した「公都」

のネイミングも重要となってくる。東京の「帝都」に対置する「民都」に加えて、「公

都」がもう一つの対象となる。この「公都」の現状を、小さな政府により変革しようと

したのが都構想で問われたことであった。 

なお、次ページに載せた図 10 「昭和初期の朝鮮半島出身者、沖縄出身者の分布」、

図 11「大阪、東京、名古屋の所得分布の比較」も興味深い。 

(2017 年 12 月 4 日) 



 

 


